
新 年 の ご 挨 拶 
東京都老人医療センター院長  井藤　英喜 

　新年あけましておめでとうございます。旧年中は当センターの運営に多大のご理解、ご協力を頂きまし

て、まことにありがとうございました。 

　昨年4月に創設されました後期高齢者医療制度は大きな混乱の船出となりました。大きな混乱と批判を

受けて、今後どのように高齢者医療制度が変わっていくのか分かりませんが、ご高齢の方への医療におき

ましては地域連携が必須であることに変わりはありません。その意味で、益々先生方との連携をすすめ、

ご高齢の方が一日でも長く地域で安心して過ごせるような体制を作っていく必要があると考えています。 

　当センターは平成21年4月に東京都老人総合研究所と一体化する形で地方独立行政法人に移行致します。

名称も「東京都老人医療センター」から、「東京都健康長寿医療センター」へと変わります。地方独立行

政法人となりましても東京都から私どもの施設に与えられました任務は、高齢者医療の実施と研究である

ことに変わりはありません。職員一同力を合わせ高齢者医療、地域医療連携に取り組む所存でございます

ので、本年も、ご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。 

　先生方のご健勝、ご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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　●2月26日（木）19：30～『血 液 科』 

多数の先生方の参加をお待ちしておりますので 

是非ご参加ください。（申込不要、参加無料） 

〔会場〕東京都老人医療センター　3階医局会議室 

～今後の公開CPC開催予定～ 
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ア
ク
セ
ス また、お車でお越しの方に駐車場（駐車無料）もご用意しておりま

すが、駐車台数に限りがあるため、あらかじめご承知おきください。 

東武東上線「大山」駅下車、南口・北口より徒歩5分 
都営地下鉄三田線「板橋区役所前」駅下車、 
　　　　　　A2出口より徒歩10分（徒歩80ｍ／分） 

急性期高齢者専門病院 

東京都老人医療センター 

公開CPCの様子 

日経メディカル

（11月号）に掲

載されました。 



東京都老人医療センター 

『日本さい帯血バンクネットワークの 

移植登録病院』になりました 
血液科医長 

宮腰 重三郎 
高齢者血液疾患に対する同種造血幹細胞移植の最大の欠点は、兄弟姉妹の血縁者も高齢であり、提供者になるこ

とが極めて難しいこと、また、若年者と異なり高齢者の白血病は寛解状態(一見正常な骨髄)になりにくく、また寛

解になったとしてもその維持期間が短いことにより、より良い状態でタイムリーに移植することが難しいことです。 

いわゆる“へその緒”の中には、血液を作る細胞が豊富に含まれています。このへその緒の細胞を血液疾患に対

して、移植することを臍帯血移植と言います。2008年は、フランスで世界初の臍帯血移植が行われてから20年

目に当たります。現在日本には約3万本の臍帯血が、全国11の臍帯血バンクに冷凍保存され、速やかに提供して

いただくことが可能です。 

東京都老人医療センター血液科は、2006年11月より、高齢者血液疾患に対して同種造血幹細胞移植を導入し、

症例を積み重ね、2008年11月5日に日本さい帯血バンクネットワークの移植登録病院になりました。65歳以上

の血液疾患(主に白血病や白血病の前段階である骨髄異形成症候群)で、従来の化学療法では治癒が望めなかった症

例にも、臨床研究として臍帯血移植を施行することができるようになりました。さらに今後、高齢者血液疾患に対

して、より安全で、確実な臍帯血移植の確立を目指して行きたいと思います。 

凍結してある臍帯血 
全国11の臍帯血バンクで 
約3万本凍結保存されて
います 

日本さい帯血バンクネットワークの 
シンボルキャラクター｢きずなちゃん｣ 

病院と地域を結ぶ看護ケアセミナー第1回 
「褥瘡ケア」を11月27日に開催いたしました。 

（内容）最近の皮膚保護剤の活用方法 
　　　　体圧分散具の活用方法 
（講師）東京都老人医療センター 

皮膚・排泄ケア認定看護師　小林　陽子 

　病院から在宅へと切れ目のないケアを提供することを

目的に、高齢者看護について病院と地域が情報を共有し、

共に学ぶ場作りとして看護ケアセミナーを開催しました。 

　地域の訪問看護師、ケアマネジャー、ヘルパーの方々

が約70名参加され、大変ご好評いただきました。 

MRI機器更新に伴う検査依頼 
受付休止のお知らせ 

　MRI機器の更新工事に伴い、下記期間につきまし
てMRI検査依頼の受付を休止させていただきます。
大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力
をお願いいたします。 
＜MRI検査依頼受付休止期間＞ 
　1月30日（金）午後5時 ～ 3月8日（日） 
★機器の更新により、検査時間が短縮され、画像が
鮮明になるとともに①3Dでの高速撮影、②高精度
MRアンギオグラフィ、③均一な脂肪抑制による息
止め下での3Dダイナミック撮影が行えるようにな
ります。更新後も是非ご利用ください。 

　なお、CT、RI、骨密度（一般撮影）につきましては、上
記期間も通常通りご利用いただけますので、下記内線・

担当まで是非ご依頼ください。 

　03－3964－1141〔代表電話〕 
　●CT〔2244：川崎〕　●RI〔2241：工藤〕 
　●骨密度（一般撮影）〔2247：星〕 

～退任医師のお知らせ～ 
12月31日付退職　内科部長（腎臓内科）　守尾　一昭　　大変お世話になりました 


